
  平成30年度 防災・環境教育の取組事例 

  北上川上流大規模氾濫減災協議会 （岩手県 奥州市立 姉体小学校） 

授業風景 

●授業の目標 
 河川と生活との関わりに関心をもち、自然災害の被
害とその対策組織の取り組みを通じ、自らも自身の生
活を守る意味をとらえる。 

■実施月日 ： 平成30年10月24日（水） 
 
■学習内容 ： 「災害に備える」（総合的な学習） 
 
■実施対象 ： 奥州市立姉体小学校５年生 

国土交通省は教材用資料とデータの提供で支援 

授業を受けた児童のふりかえり 

「色々な方法で正確な情報を収集し、早めの避難に向けて準備をしなければならないと分かった。」 

過去の浸水深を知る 映像や画像を効果的に活用 
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